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土壌診断と堆肥活用による肥料節減指針

土壌診断の励行■

作付け前の土壌分析に基づき、土壌中に残存する養分含量の評価とともに肥効見込み

量の診断等を行いより効率的な施肥設計に努める。

■窒素肥料の減肥

土壌中の硝酸態窒素含量は分析、もしくは図１の関係式により土壌の 値から推定EC

する。その硝酸態窒素含量から基肥窒素として見込める割合を表１に示す。表２には、

土壌のＥＣ値から推定した基肥窒素の見込み量の例を示してある。これらを参考に基肥

として見込める窒素量を勘案し肥料を節減する。

なお、硝酸態窒素が多量に蓄積した土壌において、多くの窒素肥料を削減する場合、

施肥窒素に比べて土壌中硝酸態窒素は流亡しやすいため、生育状況により追肥時期を

判断する。

表１ 土壌中硝酸態窒素含量から

基肥窒素の見込み割合

土壌中硝酸態窒 基肥窒素として

（ ）素（ ） 見込める割合 ％mg/100g

20 60以下

21~40 70

41~60 80

土壌EC値と土壌中硝酸態窒素含量の関係図１

露地野菜跡（和歌山市、昭和63年）

表２ 土壌のＥＣ値からみた基肥窒素の見込み量（露地：野菜・花き）

Ｅ Ｃ 基肥窒素の ＥＣ 基肥窒素の

( ) 見込み量( ） ( ) 見込み量( )mS/cm kg/10a mS/cm kg/10a

0.4 6 0.8 16

0.6 10 1.0 21

注 ) 電気伝導度1 EC:

注 ）図１、表１から算出 （ が の場合 ( × － )× ＝ ）2 EC 0.4mS/cm y= 33.3 0.4 3.3 0.6 6。

注 ）施設の場合は、各土壌条件が異なるため硝酸態窒素を分析するのが望ましい。3

y = 33.3x - 3.3

R2 = 0.693
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■リン酸肥料の減肥

リン酸肥料の施用については、参考に示すとおり土壌診断基準に照らしたリン酸肥料

の施肥が基本である。一般的には土壌中有効態リン酸が蓄積傾向にあることから、土壌

分析を基本として表３の目安に示すとおり土壌中有効態リン酸含量からリン酸施肥量を

求めることで効率的な施肥を行う。

表３ 土壌中有効態リン酸含量と施肥量の目安

土壌中有効態リン酸含量 リン酸施肥量（目安）

作 目 （ ）mg/100g

３０以下 基準量＋リン酸資材

野 菜 ３１～８０ 基準量

花 き ８１～１００ 基準量の 相当80%

１０１以上 無施肥

水 稲 １０以下 基準量＋リン酸資材

１１～３０ 基準量

３１以上 無施肥

５０以下 基準量

果 樹 ５１～１００ 基準量の８０％相当

１０１以上 基準量の５０％相当

参考 有効態リン酸の土壌診断基準

作目 土壌診断基準（ ）mg/100g

野菜 ３０～８０

水稲 １０～８０

果樹 １０～５０

（県土壌肥料対策指針）
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■カリ肥料の減肥

○対象作目：水稲・野菜・花き

カリ肥料の施用については、土壌中交換性カリ含量のうち土壌診断基準の上限値を上

回った分を基肥基準量から減肥することが可能である。

カリの減肥量は、下記の式（Ａ）により、 、土壌交換性カリ( ）分析値から算CEC K O2

出する。また、 の測定値がない場合には、推定式（ ）により、石灰（ 、苦CEC B CaO）

土 、カリ( ）の分析値等から推定することができる。MgO K O） 2

◇土壌交換性カリ含量に基づく減肥量の算出式（Ａ）

○土壌分析（ 、土壌交換性カリの分析値がある場合）CEC

CEC 4 10%診断基準： の ～

CEC 0.1 47.1土壌診断基準の上限値＝ × ×

減肥量＝交換性カリ分析値－交換性カリ上限値

※ ：塩基置換容量CEC

［計算例］

) が の場合、カリ含有量の上限は であることから1 CEC 12me/100g 10%

12 0.1 47.1 56mg/100gカリの上限値＝ × × ＝

)交換性カリの分析値が の場合2 70mg/100g

10cm 100t/10a 70 56 kg/10a 14kg/10a作土 で土 のカリ減肥量＝ － ＝

◇石灰、苦土、カリの土壌分析から の推定式（Ｂ）CEC

CaO mg/28.0 MgO mg/20.2 K O mg/47.1塩基総当量＝石灰（ ） ＋苦土（ ） ＋カリ( ）2

CEC 15.4 7.45 ln 8.99 /pH 6.15 EC＝ － × （塩基総当量）＋ ×塩基総当量 － ×

※： はｅを底とした対数（自然対数）ln

施設等の塩類集積土壌では、 推定値が実測値より高く計算される場合CEC

がある。 推定値が を上回る場合は試験研究機関に相談する等CEC 20me/100g

注意する。

◇別途、推定式( )及び( )を用いてパソコン上で簡易に計算できる付属エクセルA B

ソフトを活用のこと。



- 4 -

■家畜ふん堆肥施用時の減肥

家畜ふん堆肥を施用する場合は、表４に示すとおり各堆肥毎に窒素、リン酸、カリの

肥効率を勘案して家畜ふん堆肥に含まれる肥料分を施肥量から削減する。なお、家畜ふ

ん堆肥の含有成分は各商品表示のとおりであるが、参考まで家畜ふん堆肥の含有成分の

例を示す。

表４ 堆肥の種類・窒素含有率別の肥料成分の肥効率の目安

堆肥の 全窒素含量 全窒素含量 堆肥の肥効率（％）

種類 乾物当たり 現物当たり 窒素 リン酸 カリ

2 1 20 80 90鶏糞 ％未満 ％未満

2 4 1 2 50 80 90～ ～

4 2 60 80 90以上 以上

2 1 10 80 90豚糞 ％未満 ％未満

2 4 1 2 30 80 90牛糞 ～ ～

4 2 40 80 90以上 以上

注）肥効率は化学肥料の肥効を とした場合の率100

注２）現物当たり( )は、一般的な水分含量 の堆肥を設定% 50%

注３）全加里含量が乾物当たり 未満の場合は加里肥効率を とする1.5% 50%

注４）堆肥の含有成分の表示は、乾物又は現物当たりの表示が混在するので注意すること。

施用堆肥の肥効成分量を求める計算式

ｙ＝施用量×成分割合×肥効率

計算例 現物当たり窒素 、リン酸 、加里 、水分 ％の表示がある1.5% 2.5% 1.5% 50

鶏ふんｵｶﾞｸｽﾞ堆肥を 施用する場合1t/10a

1000kg 0.015 0.5 7.5kg 1000kg 0.025 0.8 20kg・窒素＝ × × ＝ ・リン酸＝ × × ＝

1000kg 0.015 0.9 13.8kg・カリ＝ × × ＝

堆肥施用により窒素 、リン酸 、加里 の肥効がある。7.5kg 20kg 13.8kg

参考 家畜ふん堆肥の含有成分割合（例）

現物あたり成分量（％）

堆肥名 Ｎ Ｐ Ｏ Ｋ Ｏ2 5 2

0.6 0.8 0.7牛ふんｵｶﾞｸｽﾞ堆肥

1.5 2.5 1.5鶏ふんｵｶﾞｸｽﾞ堆肥

1.6 1.9 1.4乾燥牛ふん

3.6 4.0 2.2乾燥鶏ふん

注）乾燥牛ふん、乾燥鶏ふんの肥効率は表４の乾物当たりの欄を参照

別途、各堆肥の肥効量が算出できる付属エクセルソフトを活用のこと。
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